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発表タイトル 就労支援・障害者雇用を横断する日々の状態記録を用いた、欠席・

離職予兆と早期支援モデルの構築 

概要 障害のある人の欠席や離職を防ぐためには、不調が顕在化してか

ら対応するのではなく、日々の小さな変化を捉え、早期に支援へつ

なげることが重要である。本研究では、就労支援および障害者雇用

の現場で継続的に利用されている「キモチプラス」に蓄積された、

本人による日々の体調・気分・睡眠等の状態記録、実施したセルフ

ケア、通所・出勤状況等のデータを活用し、欠席や離職につながる

予兆の特徴を探索する。これらは、支援者による一時点の評価では

なく、本人自身が日常的に記録した連続的なデータであり、本人の

状態やその要因、状態にあわせたセルフケア実施後の変化等を時系

列で捉えられる点に特徴がある。さらに、本人が入力した記録は支

援者や企業担当者に即時共有されるため、本人の状態変化を日常的

に把握し、必要に応じて早期の声かけや支援につなげることができ

る。本研究では、こうした蓄積データを分析し、欠席・離職の前に

現れる共通の変化や個人特有の変化、有効なセルフケアの傾向を明

らかにするとともに、記録された変化をどのタイミングで、どのよ

うな支援につなげることが有効かを検討する。最終的には、本人の

自己理解とセルフケアを支えながら、就労支援・障害者雇用の双方

で活用できる、予兆把握から早期介入までの実践的な支援モデルの

構築を目指す。 

キーワード 障害者雇用 、就労支援 、就労定着 、セルフモニタリング 、早期

介入 

参加者へ一言 一人でも多くの方が安定して働き続けられるよう、就労支援から

就職後までを横断して蓄積されるデータを活かし、現場で実践可能

な支援モデルの構築を目指しています。そのため、職業リハビリテ

ーション、障害者雇用、心理・精神保健、産業保健、統計・データ

サイエンス等の専門分野の方々のお力をお借りし、共同研究につな

げていきたいと考えています。 

 


